
　
袖
ヶ
浦
市
選
出
で
、今
年
4
月
の
県
議
選
で

無
投
票
に
よ
り
4
期
目
の
当
選
を
果
た
し
た
江

野
澤
吉
克（
え
の
さ
わ・よ
し
か
つ
）県
議
は
、議

会
内
で
の
経
験
と
実
績
を
評
価
さ
れ
、今
年
6

月
定
例
議
会
か
ら
県
議
会
の
議
会
運
営
委
員
長

の
重
責
を
担
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、江
野
澤
県
議

は
先
の
台
風
15
号
、19
号
及
び
記
録
的
集
中
豪

雨
被
害
か
ら
、本
格
的
な
復
旧・復
興
へ
向
け
、

い
ち
早
く一部
損
壊
住
宅
へ
の
支
援
な
ど
、被
災

者
の
生
活
再
建
に
向
け
て
県
へ
の
働
き
か
け
を

強
め
て
き
ま
し
た
。

　
江
野
澤
県
議
の
こ
れ
ま
で
の
3
期
12
年
に
及

ぶ
県
議
会
活
動
を
振
り
返
る
と
、袖
ヶ
浦
市
内

で
は
主
に
県
の
予
算
執
行
に
よ
る
諸
事
業
で
大

き
な
成
果
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。す
で
に
完
成
し

た
主
な
事
業
を
1
面
で
改
め
て
検
証
し
、現
在

計
画
中
の
事
業
に
つ
い
て
は
4
面
で
紹
介
し
、

袖
ヶ
浦
市
特
集
と
し
て
ご
報
告
し
ま
す
。

開通した袖ヶ浦駅前のアンダーパス

歩道も整備された富川橋

県議3期の実績を再検証

　
袖
ヶ
浦
駅
前
の
海
側
区
画
整

理
事
業
の
進
捗
と
歩
調
を
合
わ

せ
て
、
江
野
澤
吉
克
県
議
が
長

年
に
わ
た
って
県
へ
要
望
を
続
け

て
き
た
J
R
袖
ヶ
浦
駅
前
の
ア

ン
ダ
ー
パ
ス
事
業
が
、
平
成
29

年
7
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
都
市
計
画
道
路
高

須
箕
和
田
線
の
整
備
事
業
の一

環
で
、
長
年
J
R
線
路
で
分
断

さ
れ
て
い
た
駅
前
の
海
側
と
陸

袖ヶ浦市
特 集

消
火
用
水
施
設
の
完
成

側
が
繋
が
る
こ
と
に
な
り
、
市

の一
体
感
が
飛
躍
的
に
向
上
し

ま
し
た
。

　
特
に
、組
合
施
行
の
区
画
整

理
事
業
の
完
成
に
伴
い
、海
側
の

市
街
地
開
発
が
進
む
中
、海
側

と
陸
側
が
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
に
よ
っ

て
結
ば
れ
た
こ
と
に
よ
り
、都
市

と
し
て
の
成
熟
度
が
増
し
、今
後
、

街
全
体
の
活
性
化
が
大
き
く
進

展
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
2
級
河
川
の
小
櫃
川
袖
ヶ
浦

市
打
越
地
先
で
は
、
消
防
車
の

ポ
ン
プ
性
能
試
験
や
放
水
訓
練

も
可
能
な
県
内
有
数
の
取
水
施

設
が
完
成
し
ま
し
た
。

揚
水
施
設
の
新
設

　
基
幹
産
業
の一つ
で
あ
る
農
業

に
欠
か
せ
な
い
給
排
水
設
備
の

揚
水
施
設
が
老
朽
化
し
て
お
り
、

玉
野
地
区
で
は
既
存
の
井
戸
・

揚
水
機
の
改
修
を
行
い
、
大
鳥

居
地
区
で
は
老
朽
化
し
た
揚
水

ポ
ン
プ
と
ポ
ン
プ
室
が
新
設
さ
れ

ま
し
た
。

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
整
備

　
横
田
・
大
曽
根
・
百
目
木
地

区
で
は
、
自
動
乾
燥
・
籾
摺
り

機
を
有
す
る
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
が
、

千
葉
県
の
補
助
事
業
に
よ
っ
て

建
設
さ
れ
、
現
在
す
べ
て
が
稼

動
し
て
い
ま
す
。

駅
前
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
開
通
な
ど

市
の
発
展
と
更
な
る
活
性
化
へ

ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の
開
通

　
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
着
岸
地
で

あ
る
袖
ヶ
浦
市
に
と
っ
て
、
長

年
の
懸
案
だ
っ
た
内
陸
工
業
団

地
・
椎
の
森
工
業
団
地
の
約

50
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
2
期
造
成
工

事
が
完
了
し
、
平
成
30
年
10

月
に
工
業
団
地
が
完
売
し
ま

し
た
。

　
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の

8
0
0
円
化
が
継
続
さ
れ
る

中
、
首
都
圏
に
近
接
す
る
袖
ヶ

浦
市
の
道
路
交
通
の
利
便
性

か
ら
、
工
業
団
地
の
需
要
は
高

ま
っ
て
お
り
、
現
在
は
進
出
企

業
の
工
場
建
設
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
企
業
進
出
が
進
む
こ
と
に
よ

り
、
市
へ
の
税
収
も
増
加
し
、

若
者
を
中
心
と
し
た
雇
用
も
増

え
る
な
ど
、
袖
ヶ
浦
市
の
発
展

に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
確

実
で
す
。

椎
の
森
工
業
団
地
2
期

　
市
内
富
岡
地
区
の
小
櫃

川
に
架
か
る
富
川
橋
の
老

朽
化
に
よ
り
、
県
の
道
路

整
備
事
業
の一
環
で
進
め

ら
れ
て
い
た
橋
の
架
け
替

え
工
事
が
、
平
成
29
年

7
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。

　
以
前
よ
り
車
道
の
幅
員

も
広
く
、
2
・
5
メ
ー
ト

ル
の
歩
道
も
整
備
さ
れ
、

歩
行
者
に
と
っ
て
も
安
全

性
の
高
い
生
活
道
路
の
確

保
が
実
現
し
ま
し
た
。

富
川
橋
の
架
け
替
え
完
成

完
成
し
た
県
事
業

“ふるさとちば”のための政策推進を
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○
被
災
し
た
農
業
用
ハ
ウ
ス
等

の
施
設
の
再
建
・
修
繕
や
撤

去
費
用
へ
の
助
成
に
つ
い
て

は
、
農
家
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
従
来
よ
り
も
県
の

補
助
率
を
上
乗
せ
す
る
と
と

も
に
、
復
旧
に
併
せ
て
ハ
ウ
ス

を
強
化
・
補
強
す
る
費
用
に

つ
い
て
も
新
た
に
支
援
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
農
林
業
共

補
正
予
算
の
主
な
施
策

災害復旧・復興予算470億円を可決
議
運
の
委
員
長
席
に
座
る
江
野
澤
県
議（
中
央
）

１５号の強風で破壊されたビニールハウス

⑴
被
災
者
の
生
活
再
建
支
援

38
億
5
千
3
百
万
円

⑵
産
業
の
再
建
支
援

　

3
0
6
億
2
千
万
円

⑶
社
会
福
祉
施
設
等
の

　

復
旧
支
援

　

7
億
3
千
4
百
万
円

⑷
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧

　

1
0
0
億
6
千
6
百
万
円

⑸
県
有
施
設
の
復
旧

17
億
6
千
9
百
万
円

同
利
用
施
設
や
卸
売
市
場
の

復
旧
・
整
備
費
用
も
支
援

対
象
と
な
り
ま
す
。

○
畜
舎
の
被
災
や
長
期
の
停
電

等
の
影
響
に
よ
り
、死
亡・廃

用
と
な
っ
た
家
畜
に
つい
て
、新

た
に
導
入
す
る
経
費
に
対
し
、

県
単
独
で
助
成
さ
れ
ま
す
。

○
漁
協
等
に
対
し
、
被
災
し
た

水
産
業
共
同
利
用
施
設
の
復

旧
費
用
に
つ
い
て
、
国
の
補

助
に
上
乗
せ
し
て
支
援
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
国
の
補
助
の

対
象
に
な
ら
な
い
施
設
や
漁

具
・
種
苗
に
つ
い
て
も
県
単

独
で
助
成
さ
れ
ま
す
。

○
中
小
企
業
に
対
し
、
事
業
活

動
の
再
開
に
向
け
た
施
設
修

繕
費
や
備
品
費
等
に
つ
い
て
、

新
た
に
支
援
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
商
店
街
の
施
設
・
設
備

の
復
旧
費
用
に
つ
い
て
も
助

成
さ
れ
ま
す
。

○
被
災
地
域
の
復
興
を
支
援
す

る
た
め
、
県
産
農
林
水
産
物

の
販
売
促
進
フェア
や
観
光
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、「
が
ん
ば

ろ
う
！
千
葉
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

旅
行
・
宿
泊
料
金
の
割
引
の

支
援
も
行
な
わ
れ
ま
す
。

●
被
災
農
業
施
設
等
復
旧

　
支
援
事
業（
新
規
）

　

2
3
8
億
4
千
万
円

●
農
林
業
共
同
利
用
施
設

　
災
害
復
旧
事
業
補
助
金

　（
新
規
）

　

1
億
9
千
5
百
万
円

●
被
災
産
地
施
設
支
援

　
事
業（
新
規
）

　

9
億
1
千
6
百
万
円

●
被
災
畜
産
業
緊
急
支
援

　
対
策
事
業（
新
規
）　

　

2
億
2
千
9
百
万
円

●
水
産
業
共
同
利
用
施
設

　
災
害
復
旧
事
業（
新
規
）

　

1
億
9
千
8
百
万
円

●
水
産
関
連
施
設
等
復
旧

　
緊
急
対
策
事
業（
新
規
）

　

3
億
1
千
4
百
万
円

●
千
葉
県
中
小
企
業
復
旧

　
支
援
事
業（
新
規
）　

32
億
円

●
商
店
街
復
旧
支
援
事
業

　（
新
規
）　
2
千
万
円

●「
が
ん
ば
ろ
う
！
千
葉
」

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業（
新
規
）

　

8
千
8
百
万
円

●
千
葉
県
宿
泊
支
援
事
業

　（
新
規
）

　

5
億
円（百

万
円
以
下
は
省
略
）

一部
損
壊
住
宅
へ
の
支
援
な
ど

12
月
補
正
予
算

で
は
、
台
風
15
号
、

19
号
そ
し
て
10
月

25
日
の
大
雨
被
害

か
ら
の
本
格
的
な

復
旧
・
復
興
に
向

け
て
、

○一部
損
壊
の
住
宅

へ
の
支
援
な
ど

被
災
者
の
生
活

再
建

○
農
林
漁
業
者
や

中
小
企
業
の
事

業
再
建
に
向
け

た
支
援

○
イ
ン
フ
ラ
や
学
校

施
設
等
の
復
旧

な
ど
に
係
る
経
費

が
計
上
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
国
内
外

で
発
生
し
て
い
る
豚

コ
レ
ラ
な
ど
の
家
畜

補
正
予
算
の
特
徴

歳
出
の
内
訳

伝
染
病
に
対
し
て
、
県
内
で
の

発
生
防
止
に
向
け
た
緊
急
対
策

経
費
も
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
は
、
人
事
委
員
会
勧

告
に
基
づ
く
県
職
員
の
給
与
改

定
を
行
う
た
め
の
人
件
費
の
増

額
な
ど
も
補
正
予
算
に
組
み
込

ま
れ
ま
し
た
。

12
月
県
議
会
に
森
田
知
事
ら
執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
令
和
元
年

度
の
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
、ご
報
告
し
ま
す
。江
野
澤
県
議
は
、相
次

ぐ
台
風
や
大
雨
被
害
な
ど
異
常
気
象
に
伴
い
県
内
全
域
で
発
生
し
た

甚
大
な
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
に
対
し
、当
初
か
ら
自
民
党
千
葉
県
連

を
通
じ
て
早
期
の
対
応
と
復
旧・復
興
を
要
望
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、12
月
補
正
予
算
で
は
総
額
4
9
8
億
円
余
り
が
計
上
さ
れ

ま
し
た
。こ
の
う
ち
、強
風
で
民
家
の
屋
根
瓦
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
る
な

ど
し
た一部
損
壊
住
宅
へ
の
支
援
を
は
じ
め
、ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
倒
壊

な
ど
農
林
漁
業
の
事
業
再
開
に
向
け
た
支
援
対
策
等
、災
害
か
ら
の
被

災
者
の
生
活
再
建
に
関
わ
る
4
7
0
億
円
の
予
算
案
は
、議
会
最
終
日

の
12
月
20
日
に
自
民
党
な
ど
の
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
被
災
さ
れ
た
方
の
早
期
の
生

活
再
建
を
支
援
す
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
の
支
援
制
度
で
は

対
象
外
だ
っ
た一部
損
壊
の
住

宅
修
理
費
用
に
つ
い
て
、
国

の
制
度
を
活
用
し
た
助
成
と

併
せ
、
上
限
額
の
上
乗
せ
や

補
助
対
象
の
拡
大
な
ど
、
県

独
自
の
支
援
が
行
わ
れ
ま

す
。
最
大
で
50
万
円
が
助
成

さ
れ
ま
す
。
補
助
対
象
は
、

被
災
し
た
屋
根
、
外
壁
等
の

修
理
費
用
で
す
。

○
ま
た
、
住
宅
が
全
壊
す
る
な

ど
住
ま
い
を
失
っ
た
方
々
に
対

し
、応
急
仮
設
住
宅
と
し
て
、

県
で
民
間
賃
貸
住
宅
を
借
り

上
げ
る
措
置
も
実
施
さ
れ
ま

す
。

○
被
災
市
町
村
に
対
す
る
物
資

の
供
給
や
自
衛
隊
への
災
害
派

遣
要
請
な
ど
、応
急
復
旧
活

動
に
要
し
た
費
用
も
県
の
補

正
予
算
に
計
上
さ
れ
ま
す
。

○
死
亡
さ
れ
た
方
の
遺
族
や
負

傷
し
た
方
々
、
住
居
が
全
壊

し
た
世
帯
に
対
し
、弔
慰
金
・

見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
休
校
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
学

校
で
は
、
児
童
・
生
徒
の
補

習
授
業
の
実
施
な
ど
の
た
め

に
必
要
と
な
る
ス
ク
ー
ル
・

サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
が
追
加

で
配
置
さ
れ
ま
す
。

●一部
損
壊
住
宅
へ
の
支
援

　【
新
規
】　　
32
億
円

●
応
急
架
設
住
宅
の
借
上
げ

　【
新
規
】　
6
千
4
百
万
円

●
物
資
輸
送
等

　
応
急
復
旧
活
動
経
費

　

4
億
9
千
万
円

●
災
害
弔
慰
金
・
見
舞
金

　

8
千
万
円

●
ス
ク
ー
ル・サ
ポ
ー
ト・ス
タ
ッ
フ

　
配
置
事
業

　

1
千
9
百
万
円

（
百
万
円
以
下
は
省
略
）

12
月

県
議
会

⑵
産
業
の
再
開
支
援

⑴
被
災
者
の
生
活
再
建
支
援

台
風
15
号
、
19
号
及
び

大
雨
被
害
か
ら
の
復
旧
・

復
興
予
算

総
額
4
7
0
億
42
百
万
円
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●
被
災
農
業
施
設
等
復
旧

　
支
援
事
業（
新
規
）

　
2
3
8
億
4
千
万
円

　
台
風・大
雨
に
よ
り
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
た
農
業
ハ
ウ
ス
等
の

施
設
の
再
建・修
繕
や
撤
去
に
つい

て
、県
の
補
助
率
を
上
乗
せ
し
て

助
成
し
、再
建
、修
繕
と
併
せ
て
ハ

ウ
ス
を
強
化・補
強
す
る
経
費
に

つい
て
も
新
た
に
助
成
し
ま
す
。

●
農
林
業
共
同
利
用
施
設
災
害

　
復
旧
事
業
補
助
金（
新
規
）

　
1
億
9
千
5
百
万
円

　
被
災
し
た
農
業
協
同
組
合
が

所
有
す
る
共
同
利
用
施
設
の
復

旧
費
用
に
つい
て
、
国
の
補
助
に

上
乗
せ
し
て
助
成
し
ま
す
。

●
被
災
産
地
施
設
支
援
事
業

　（
新
規
）
9
億
1
千
6
百
万
円

千葉県災害復旧・復興に関する指針

先輩議員の永年勤続表彰で祝辞を述べる江野澤県議

蔵波百々目堰の倒木

袖ヶ浦高校付近の電柱倒壊

　
農
協
等
に
対
し
、
農
業
生
産

基
盤
の
回
復
や
産
地
の
体
制
強

化
、
生
鮮
食
品
等
の
安
定
供
給

の
確
保
の
た
め
に
必
要
な
被
災

施
設
の
整
備
費
用
に
つ
い
て
支

援
し
ま
す
。

●
団
体
営
農
業
施
設
等
災
害
復

旧
事
業
（
規
定
予
算
と
合
わ

せ
て
12
億
5
千
万
円
）

　
被
災
し
た
市
町
村
、
土
地
改

良
区
等
が
保
有
・
管
理
す
る
農

業
用
施
設
の
復
旧
費
用
に
つ
い

て
助
成
し
ま
す
。

●
果
樹
栽
培
地
再
生
事
業

　（
新
規
）
2
千
万
円

　
被
災
し
た
果
樹
園
の
復
旧
費

用
の
う
ち
、
国
庫
補
助
事
業
の

対
象
と
な
ら
な
い
費
用
に
つ
い
て

一日
も
早
い
暮
ら
し
の
再
建
を
！

　
記
録
的
な
暴
風

雨
と
な
っ
た
台
風

15
号
・
19
号
及
び

10
月
25
日
の
大
雨

が
短
期
間
の
う
ち

に
連
続
し
て
発
生

し
、
千
葉
県
で
は
、

膨
大
な
数
の
住
宅

損
壊
や
、
広
範
囲

で
長
期
に
わ
た
る

停
電
と
通
信
遮

断
、
さ
ら
に
は
河

川
の
越
水
に
よ
り

生
じ
た
浸
水
、
土

砂
災
害
な
ど
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
特
に
、住
宅
被
害
で
は
、屋
根

な
ど
の一部
損
壊
や
浸
水
被
害
が

数
多
く
発
生
し
、被
災
し
た
住

民
の
方
は
、大
き
な
不
安
を
抱

え
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
林
水
産
業
の
被
害

額
で
は
、
台
風
災
害
と
し
て
は

過
去
最
大
級
と
な
っ
て
お
り
、

本
県
経
済
の
成
長
を
支
え
る
中

小
企
業
に
お
い
て
も
大
き
な
被

害
が
発
生
す
る
な
ど
、
産
業
活

動
に
も
極
め
て
深
刻
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、本
県
で
は
、住

民
の
方
の
不
安
を
一
刻
も
早
く

払
拭
す
る
た
め
、復
旧・復
興
に

向
け
た
取
り
組
み
を
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、引
き
続

き
、被
災
し
た
住
民
の
方
の
生

活
再
建
や
産
業
の
再
生
な
ど
、

本
格
的
な
復
旧
・
復
興
の
取
り

組
み
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

推
進
す
る
と
と
も
に
、市
町
村

に
よ
る
取
り
組
み
を
、人
的
、財

政
的
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
支
援

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、「
被
災
者
の一日
も
早

い
暮
ら
し
の
再
建
」「
農
林
水
産

業
や
商
工
業
な
ど
地
場
産
業
の

農
林
水
産
業
者
へ
の
支
援

〈3〉 令和1年12月28日（土）

千葉県からのメッセージ指
針
の
基
本
方
針
を
示
す

力
強
い
復
活
」「
オ
ー
ル
千
葉
で

災
害
に
強
い
千
葉
県
づ
く
り
」と

い
う
3
つ
の「
基
本
的
考
え
方
」

を
掲
げ
た
指
針
を
策
定
し
、こ
の

「
基
本
的
考
え
方
」に
沿
っ
て
復

旧・復
興
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。被
災
し
た
住

民
の
方
が
少
し
で
も
早
く
元
の

生
活
に
戻
り
、安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、地
域
に

寄
り
添
い
な
が
ら
、国
や
関
係
機

関
と
連
携
し
、オ
ー
ル
千
葉
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
基
本
方
針
の
全
文
）

助
成
し
ま
す
。

●
被
災
畜
産
業
緊
急
支
援

　
対
策
事
業（
新
規
）

　
2
億
2
千
9
百
万
円

　
台
風
に
よ
る
畜
舎
の
被
災
や

長
期
の
停
電
等
に
よ
る
影
響
で
、

搾
乳
牛
等
が
死
亡
ま
た
は
廃
用

と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
新
た
に

搾
乳
牛
等
を
購
入
す
る
費
用
に

つい
て
助
成
し
ま
す
。

えのさわ吉克県議のプロフィール
昭和24年（1949年） 11月10日 袖ケ浦町上宮田に生まれる
昭和43年（1968年） 木更津中央高校（現 木更津総合高等学校）卒業
昭和46年（1971年） 江野澤工業有限会社設立
昭和61年（1986年） 第41回山梨かいじ国体出場 クレー射撃
昭和62年（1987年） 第42回沖縄海邦国体 個人3位
 第40回県民体育大会 クレー射撃 個人優勝
昭和63年（1988年） 袖ケ浦町議会選挙初当選
平成4年（1992年） 都市建設常任委員会委員長就任
平成17年（2005年） 袖ケ浦市議会議長就任
平成19年（2007年） 千葉県議会選挙初当選
平成21年（2009年） 環境生活警察常任委員会委員長就任　
平成23年（2011年） 千葉県議会選挙2期目当選　　
平成24年（2012年） 県土整備常任委員会委員長就任
平成26年（2014年） 日本クレー射撃協会理事就任
平成27年（2015年） 千葉県議会選挙3期目当選　
 総合企画水道常任委員長就任
平成29年（2017年） 自由民主党千葉県支部連合会組織本部長就任
 決算審査特別委員会副委員長就任
平成30年（2018年） 予算審査特別委員会副委員長就任
平成31年（2019年） 千葉県議会選挙4期目当選　
 議会運営委員会委員長

環境生活・警察常任委員会委員 千葉県インディアカ協会会長
千葉県土石採取対策審議会委員 千葉県相撲協会副会長
千葉県クレー射撃協会会長 千葉県猟友会顧問
日本クレー射撃協会筆頭監査

現 在

えのさわ吉克県議会リポート



子ども・子育て世代への支援など

　

都
市
計
画

道
路
中
野
畑

沢
線
・
西
内

河
根
場
線

は
。
ア
ク
ア

ラ
イ
ン
の
着

岸
地
金
田
地

区
か
ら
奈
良

輪
高
須
地
区

を
結
ぶ
新
し

い
道
路
で

す
。
こ
れ
に

よ
り
、
中
野

畑
沢
線
の
延

伸
と
西
内
河

根
場
線
の
4

車
線
道
路
の

一
体
化
が
実

現
す
る
計
画

で
す
。

●「
世
界
に
飛
び
出
せ
千
葉
の
農

林
水
産
物
」輸
出
促
進
事
業

　
（
要
求
額
6
1
5
0
万
円
）

　

輸
出
に
取
り
組
む
生
産
者・団

体
へ
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

国
内
外
で
の
商
談
会
や
海
外
で

の
フェア
開
催
、見
本
市
への
出
展

な
ど
を
通
じ
て
積
極
的
な
販
売

促
進
活
動
を
実
施
し
、県
産
農

林
水
産
物
の
輸
出
を
促
進
す
る
。

●「
輝
け
！
ち
ば
の
園
芸
」

　
次
世
代
産
地
整
備
支
援
事
業

（
要
求
額
3
億
5
0
0
0
万
円
）

　

園
芸
産
地
の
生
産
力
向
上
の

た
め
に
、
機
械
化
に
よ
る
規
模

拡
大
や
高
収
量
・
高
品
質
を
実

現
す
る
た
め
の
施
設
化
、
既
存

施
設
の
リ
フ
ォ
ー
ム
、
施
設
園
芸

に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入

等
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
。

●
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業

（
要
求
額
6
億
8
1
8
6
万
円
）

　

青
年
の
就
農
意
欲
の
喚
起
と

就
農
後
の
定
着
を
図
る
た
め
、

50
歳
未
満
の
就
農
予
定
者
及
び

新
規
就
農
者
に
対
し
、
資
金
を

主
な
重
点
事
業
の
概
要

交
付
す
る
。

●
イ
ノ
シ
シ
等
有
害
獣
被
害

　
防
止
対
策
事
業

（
要
求
額
3
億
6
8
2
7
万
円
）

　

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
有
害
獣
に
よ

る
農
作
物
被
害
の
防
止
の
た
め
、

市
町
村
が
実
施
す
る
防
護
柵
の

設
置
や
捕
獲
機
材
等
の
購
入
に

対
し
助
成
す
る
。

●
保
育
人
材
確
保
等
事
業

　
（
19
億
5
4
2
2
万
円
）

　

不
足
す
る
保
育
士
の
確
保
を

図
る
た
め
、
潜
在
保
育
士
等
の

就
労
支
援
、
各
種
研
修
、
給

与
改
善
等
の
人
材
確
保
・
定
着

対
策
を
実
施
す
る
。

●
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

（
要
求
額
3
1
7
億
7
2
0
0
万
円
）

子
ど
も・子
育
て
支
援
法
に
基

づ
く
各
種
施
策
を
実
施
す
る
。

●
児
童
虐
待
防
止
関
連
事
業

（
要
求
額
17
億
1
8
7
3
万
円
）

　

児
童
相
談
所
運
営
・
施
設

整
備
事
業
な
ど
各
種
関
連
事
業

な
ど
。

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設

　
事
業
補
助

（
要
求
額
44
億
8
1
9
0
万
円
）

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整

備
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
併
設
す

る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
整
備
を
促

進
す
る
。ま
た
、養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
改
築
を
行
う
た
め
の
補
助

を
行
う
。

●
認
知
症
支
援
事
業

（
要
求
額
1
億
1
4
7
3
万
円
）

　

認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
に

対
し
て
地
域
で
の
サ
ポ
ー
ト
体

　
令
和
2
年
度
の
千
葉
県
の
当
初
予
算
編
成
に

当
た
り
、各
部
か
ら
提
出
さ
れ
た
予
算
要
求
の

概
要
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
の
で
、そ
の
主
な
内

容
を
ご
報
告
し
ま
す
。た
だ
し
、要
求
段
階
の
概

要
で
す
の
で
、予
算
額
等
は
今
後
、国
の
制
度
改

正
や
予
算
編
成
の
動
向
、内
容
の
精
査
等
に
よ

り
大
幅
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

千
葉
鴨
川
線
上
の
新
橋
の
開

通
後
、
架
け
替
え
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
同
事
業

の
推
進
の
た
め
、
地
元
説
明
会

な
ど
で
積
極
的
な
協
議
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
2
年
度
は
、
千
葉
県
の

総
合
計
画
「
次
世
代
へ
の
飛
躍  

輝
け
！
ち
ば
元
気
プ
ラ
ン
」の
総

仕
上
げ
の
年
と
位
置
づ
け
ら
れ

て
お
り
、
取
り
組
む
べ
き
喫
緊

の
課
題
に
つい
て
積
極
的
に
対
応

策
を
検
討
し「
く
ら
し
満
足
度

日
本
一」の
実
県
に
向
け
て
、
必

要
な
事
業
が
計
上
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
見
通
し
で
す
。

　

具
体
的
に
は

○
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学

べ
る
環
境
づ
く
り
な
ど
の

「
子
ど
も
・
子
育
て
世
代
へ
の

支
援
の
充
実
」

○
頻
発
す
る
自
然
災
害
に
対
す

る
防
災
・
減
災
対
策
な
ど「
く

ら
し
の
安
全
・
安
心
の
確
立
」

○
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

な
ど
の「
社
会
基
盤
づ
く
り
」

や「
産
業
の
振
興
」

○
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
円
滑
な
準
備
・

開
催
と
レ
ガ
シ
ー
創
出

な
ど
が
中
心
政
策
と
な
る
見
込

み
で
す
。

予
算
編
成
の
基
本
的
考
え
方

制
の
構
築
・
各
種
相
談
・
認
知

症
予
防
等
の
総
合
対
策
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
医
療
・
介
護

の
連
携
に
よ
る
支
援
体
制
の
構

築
を
図
る
。

●
が
ん
対
策
事
業

（
要
求
額
1
億
7
7
5
4
万
円
）

　

平
成
30
年
に
策
定
し
た「
千

葉
県
が
ん
対
策
推
進
計
画
」に

基
づ
き
、
が
ん
の
予
防
、
早
期

発
見
、
が
ん
医
療
の
充
実
、
緩

和
ケ
ア
の
推
進
な
ど
総
合
的
な

が
ん
対
策
を
進
め
る
。

●
千
葉
県
地
域
防
災
力
向
上

　
総
合
支
援
補
助
金

（
要
求
額
1
億
5
0
0
0
万
円
）

　

近
年
の
災
害
や
今
年
度
の
風

水
害
へ
の
備
え
が
急
務
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
自
助
・
共
助
の
取

り
組
み
を
よ
り
一
層
充
実
、
加

速
さ
せ
る
た
め
、
市
町
村
が
地

域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
主
体
的

に
創
意
工
夫
を
も
っ
て
取
り
組

む
事
業
を
幅
広
く
支
援
す
る
。

●
高
規
格
幹
線
道
路
等
の
整
備

　
（
要
求
額
52
億
円
）

　

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車

道
な
ど
の
高
規
格
幹
線
道
路
等

の
整
備
に
よ
り
、
地
域
間
の
交

流
・
連
携
を
強
化
し
、
県
民
の

利
便
性
向
上
や
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
。

●
国
道
・
県
道
の
整
備

（
要
求
額
2
5
2
億
4
3
6
8

万
円
）

　

成
田
空
港
や
東
京
湾
ア
ク
ア

ラ
イ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
本
県
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
生
か

し
、人
や
モ
ノ
の
移
動
に
よ
る
地

域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、圏
央

道
な
ど
の
高
速
道
路
と
一
体
と

な
っ
て
機
能
す
る
地
域
の
幹
線

道
路
や
県
民
生
活
を
支
え
る
国

道・県
道
の
整
備
を
推
進
す
る
。

　

千
葉
鴨
川
線
・
高
谷
工
区
で

大
規
模
な
バ
イ
パ
ス
工
事
が
進

行
中
で
す
。
市
内
下
泉
地
区
で

一
部
遅
れ
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、

平
成
31
年
度
中
に
は「
高
谷
バ

イ
パ
ス
」
と
し
て
完
成
の
見
通
し

で
す
。

　

平
岡
小
学
校
の
通
学
路
に
あ

た
る
県
道
横
田
停
車
場
上
泉
線

は
、
急
カ
ー
ブ
の
う
え
歩
道
が

確
保
さ
れ
て
お
ら
ず
、
保
護
者

か
ら
も
歩
道
整
備
の
要
望
が
出

て
い
ま
す
。
幅
員
の
十
分
な
確

保
と
安
全
な
通
学
路
の
整
備
に

向
け
て
、
計
画
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

長
浦
上
総
線
の
阿
部
地
区
・

野
田
地
区
で
は
、
近
年
の
通
行

車
両
の
増
加
に
見
合
う
道
路
改

良
が
課
題
で
し
た
。

通
学
路
で
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
車
両

規
制
が
徹
底
さ
れ

ず
、
地
元
か
ら
不

安
の
声
が
上
が
っ
て

い
ま
す
。
住
民
説
明

会
を
経
て
、
今
後
、

測
量
の
う
え
工
事
着

手
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
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都
市
計
画
都
市
計
画
道
路

花
川
橋
の
架
替
え

高
谷
バ
イ
パ
ス

上
泉
線
野
里
工
区

長
浦
上
総
線

市
内
で
計
画
中
の
県
事
業

（
総
額
1
兆
8
3
2
5
億
円
）

県
の
新
年
度
予
算
要
求
の
概
要


